
都道府県名 香川県 変更：令和５年　８月　３１日

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減 該当なし

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること　　該当なし

（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％　　該当なし

（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）　　該当なし

（６）労働生産性の10％以上の向上　　該当なし

（７）農業支援サービス事業体の利用割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること　　該当なし

（注１）「整理番号」欄には、地域協議会等ごとの産地パワーアップ計画の整理番号を記載すること。

（注２）（２）及び（６）の「地域(県又は国を含む)の価格（販売単価）」欄については、事後評価時に使用するものとし、地方卸売市場取引価格などを基に事業実施前年度と、目標年度の価格（販売単価）を記載すること。　なお、分みつ糖の計画の場合は、販売価格に国内産糖交付金を加えること。

（注３）（２）及び（６）の「補正係数」欄については、事後評価時に使用し、「地域（県又は国を含む）の事業実施前年度の価格（販売単価）÷地域（県又は国を含む）の目標年度の価格（販売単価）」により算出した値を記載し、「価格補正後の実績」欄には、「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量」又は

　　　　「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量－生産コスト」で算出した額をもって現状及び目標と対比可能な数値を記載すること。また、「達成率」欄については、「価格補正後の実績」欄に記載の数値をもって算出すること。なお、「補正係数」は小数点以下４桁目を四捨五入し、小数点以下３桁とすること。

　　　　ただし、予め価格を固定した契約取引など、市場の需給といった外的要因等による価格変動が生じないときは、価格補正は行わないものとする。

（注４）（５）の「成果目標」欄については、別記２の第４の５の（１）の⑤に基づき設定した成果目標の内容を記載すること。

（注５）「都道府県の評価」欄については、実績時及び事後評価時に使用するものとし、①産地の現状、課題・問題点、②本事業の取組や産地独自の取組による効果や成果目標の達成状況、③実績等が現状を上回る又は下回る場合の具体的な要因、④達成状況が低調な場合における具体的な指導内容等を記載すること。

（注６）取組のない場合であっても、（１）～（７）は削除しないこと。

（注７）中山間地域所得確保計画又は中山間地域所得向上計画と連携する産地パワーアップ計画である場合、特別枠（スマート農業推進枠）を利用する当該計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。

（注８）スマート農業推進枠を利用する計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。また、スマート農業推進枠を活用して技術を円滑に導入・定着させるための取組を農業機械等の導入に併せて実施する場合は「スマート農業推進枠」に取組内容を記入すること。

（注９）目標の実現可能性欄には目標設定以前の過去数年の数値、現状値の設定の考え方、目標値の実現可能性を記入すること。

（注10）施設園芸エネルギー転換枠を利用する計画の場合は、別添（施設園芸エネルギー転換枠計画書（実施状況報告書兼評価報告書））を添付すること。

（注11）持続的畑作確立枠を利用する計画の場合は、別添（持続的畑作確立枠計画書（実施状況報告書兼評価報告書））を添付すること。

（注12）総合所見欄は、評価報告の際に各取組ごとの都道府県の評価を記載すること。
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①現状値：
令和元年度大川地
区でのＪＡ香川県
の販売データと作
付面積から算出。

②目標値：
令和4年度度大川
地区でのＪＡ香川
県販売目標と作付
目標面積から算
出。

③実績値：
令和4年度大川地
区でのＪＡ香川県
販売実績と作付面
積から算出。

④達成率：（③－
①）/（②－①）
×100
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　生産経費の高騰によ
る品目転換や、ハウス
資材費の高騰により増
反の動きが鈍く作付面
積が減少したことか
ら、目標未達成となっ
た。
　取組主体の働きかけ
により、支援利用者の
目標は達成しており、
今後は産地全体でも目
標達成できるよう、関
係機関が連携してJAイ
ンターン制度や各種支
援制度を活用し、新規
生産者の増加及び既存
生産者の作付け拡大を
図ることと、JAへの出
荷の呼びかけ及び出荷
支援の活用推進、適期
収穫による大玉化など
収量性向上に伴う反収
の向上が図れるように
指導・助言を行う。

　生産経費の高騰によ
る品目転換や、ハウス
資材費の高騰により増
反の動きが鈍く作付面
積が減少したことか
ら、目標未達成となっ
た。
　その一方、 令和3年
10月以降、当事業で整
備した施設によるJAの
出荷支援開始後、生産
者の労働時間の短縮が
図られ、その分を栽培
管理に時間をかけられ
たことで、適期収穫が
でき品質が向上した結
果、販売単価が増加し
た。
  引き続き、関係機関
が連携してJAインター
ン制度を推進すること
で、新規生産者の増加
及び既存生産者の作付
け拡大を図ることと、
出荷支援の活用推進
で、適期収穫による大
玉化など収量性向上に
伴う反収の向上が図れ
るように指導すること
で、目標達成を目指
す。

　R3年度に発生した褐
斑病による樹勢の低下
で年度当初の「春芽」
の収量及び品質が低下
し、出荷量及び単価が
増加しなかったため目
標未達成となった。
　早期の目標達成に向
け、適期防除に取り組
むよう指導・助言を行
うとともに、本事業で
設置した栽培施設の生
産量が安定かつ増加す
るよう関係機関と連携
して栽培管理を指導す
るなど、生産者を支援
する。

　当事業でパイプハウ
スを導入したことで栽
培面積が増加したが、
R3年度に発生した褐斑
病による樹勢の低下で
年度当初の「春芽」の
収量及び品質が低下
し、出荷量及び単価が
増加しなかったため目
標未達成となった。こ
のため病気の発生防止
のため、月１回以上の
適期防除に取り組むよ
う助言を行うととも
に、本事業で設置した
栽培施設の生産量が安
定かつ増加するよう関
係機関と連携して栽培
管理を指導するなど、
目標達成に向けて生産
者を支援する。
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①現状値：平成30
年産綾坂地区での
ＪＡ香川県の販売
データと作付面積

から算出。

②目標値：令和4
年度産 綾坂地区
でのＪＡ香川県販
売目標と作付目標
面積から算出。

③実績値：令和4
年度産 綾坂地区
でのＪＡ香川県販
売実績と作付面積

から算出。

④達成率：（③－
①）/（②－①）

×100
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販売額の10%
以上の増加

アスパラガス産地の
形成の推進

アスパラガス栽培管
理パイプハウスの整

備により、
①穂先が開きにく

く、単収、秀品率の
高い「さぬきのめざ

め」の新植
②かがわ型アスパラ
ガス栽培システムの

推進
を行う。

①施設整備に伴う
農業者段階の出荷
調整作業の省力化
②出荷調整作業時
間の削減効果に伴
う栽培管理充実に
より、品質維持及
び向上、収量増
加、栽培面積の維
持及び拡大
③新規就農者等の
担い手の確保によ
る販売額の増加

販売額の６%
以上の増加

野菜（ア
スパラガ

ス）

野菜（ミ
ニトマ
ト）

綾坂

大川

1

1

綾川町地
域農業再
生協議
会、坂

出・宇多
津地域農
業再生協

議会

さぬき市
地域農業
再生協議
会・東か
がわ市地
域農業再
生協議会

目標の
実現可能性

都道府県
平均達成

率
35.0%

総合
所見

県平均達成率が目標未達成となった。
野菜（アスパラガス、ミニトマト）において、病害の発生による収量の低下や、資材費の高騰による作付面積の減少していることから、未達成の産地については、早期の目標達成に向け、適期防除や作付け
拡大に向けた指導・助言を行うとともに、本事業で設置した栽培施設の生産量が安定かつ増加するよう関係機関と連携して、生産者を支援する。

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 価格
(販売単価)面積 生産量又は
事業実施
前年度出荷量

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補
正後の
実績

取組内容

成果目標

生産コスト生産量又は 価格
(販売単価)

目標年度
出荷量

面積 生産量又は 価格
(販売単価)年
度 導入・定着の取組の

実施内容

生産コスト生産コスト 年
度

スマート農業推進枠

年
度



別添様式３

事業実施後
（目標年度）

実績値

香川県 綾川町
坂出市
宇多津町

綾川町地域
農業再生協
議会、坂出・
宇多津地域
農業再生協
議会

1 野菜（アスパ
ラガス）

販売額の10%以上の増加
（目標：10.2％増加）

1,587千円
/10a（H30）

1,749千円
/10a（R4）

1,236千円
/10a

-183.4% 　R3年度に発生した褐斑病による樹勢の低下
で年度当初の「春芽」の収量及び品質が低下
し、出荷量及び単価が増加しなかったため目
標未達成となった。
　早期の目標達成に向け、適期防除に取り組
むよう指導・助言を行うとともに、本事業で設
置した栽培施設の生産量が安定かつ増加す
るよう関係機関と連携して栽培管理を指導す
るなど、生産者を支援する。

香川県 さぬき市
東かがわ
市

さぬき市地
域農業再生
協議会・東か
がわ市地域
農業再生協
議会

1 野菜（ミニト
マト）

販売額の６%以上の増加
（目標：14.3％増加）

318,488千円
（R元）

364,004千円
（R4）

327,862千円 10.5% 　生産経費の高騰による品目転換や、ハウス
資材費の高騰により増反の動きが鈍く作付面
積が減少したことから、目標未達成となった。
　取組主体の働きかけにより、支援利用者の
目標は達成しており、今後は産地全体でも目
標達成できるよう、関係機関が連携してJAイン
ターン制度や各種補助事業等を推進し、新規
生産者の増加及び既存生産者の作付け拡大
を図ることと、JAへの出荷の呼びかけ及び出
荷支援の活用推進、適期収穫による大玉化な
ど収量性向上に伴う反収の向上が図れるよう
に指導・助言を行う。

（注）１．本表は、要領第16の４により、都道府県が改善措置の指導が必要とした地域協議会のうち、成果目標の達成率が80%に満たなかった地域協議会
　　　　（要領第17の２関係）について記入する。

　　　２．実績欄は、地域（県又は国を含む）の販売単価による価格補正を行っている場合は価格補正後の実績を記入する。

成果目標の達成率が８０％未満の地域協議会

都道府県
名

市町村名
地域協議会

名
整理番
号

作物等
区分

(対象作物
名）

成果目標 現状値
目標値
（）

目標
達成
状況

（参考）
都道府県による改善指導の判断理由


